
様式１（主な取組）

【 098-866-2013 】担当部課 【連絡先】 保健医療介護部感染症対策課 関連URL －

　海外研修員受入事業を通じ研究者の交流を図る
とともに、開発途上国の中央、地方政府の保健部
局等の実務管理者等が、感染症対策計画、感染症
に関する行政の役割、関係機関との連携体制、地
域レベルで展開する予防対策について、日本、沖
縄の事例を通じてその仕組みや機能を理解する。

県,JICA沖縄

海外研修員（感染症対策）受入

海外研修員（JICA事業等）受入回数（累計）

１回 １回（２回） １回（３回）

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R4 R5 R6

主な取組
衛生環境研究所による感染症対策等に係る海外研修
員との交流

対応する成果指標 感染症対策等に関する研修会への参加人数

施策の方向
・新型コロナウイルス感染症など世界的に拡大する感染症等の状況を踏まえ、台湾をはじめとする国内外の研究機関等との連携強化による国際
ネットワークの充実を図り、疫学調査や感染症対策等の研究開発等を促進するとともに、琉球大学やJICA沖縄等と連携し、海外研修生の受入れ等
による技術協力等を図り、島しょ地域における防疫体制の強化に取り組みます。

「主な取組」検証票

施策展開 4-(3)-ア
多様な分野における国際協力・貢献活動の
推進

施 策 ④保健衛生分野における国際協力の推進

施策の小項目名 ○島しょ地域における防疫体制の強化
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様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

 (２)これまでの改善案の反映状況

順調

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　ＪＩＣＡが実施している海外研修制度にて、沖縄県の感染症に係る公衆衛生行政の講義を通じ、各国の衛生研究者との国際的交流が図られた。

令和5年度の取組改善案 反映状況

新型コロナウイルス感染症の流行状況をみながら、実施方法を検討した。 地域保健システム強化による感染症対策研修を実地で開催した。

R4年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B 　新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行
したことに伴い、令和５年度からは実地研修と
なっている。（研修名：地域保健システム強化に
よる感染症対策）4回 4回 3回 １回（２回） 100.0%

令和5年度活動内容 令和6年度活動計画

　沖縄県内の実地研修を実施した。 　沖縄県内の実地研修を実施する。

活動指標名
海外研修員（JICA事業等）受入
回数（累計）

R5年度
進捗状況

実績値

R3年度

実施方法 当初予算額

― ― ― ―

主な財源 実施方法
R4年度 R5年度 R6年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名 - 予算事業名 ｰ
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様式１（主な取組）

４　取組の改善案（Action）３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

① 県の制度、執行体
制(内部要因)

　受け入れる側の県では、感染症対策の情報収集、分析並び
に検証を行うための体制強化に向けて、公衆衛生行政等の人
材育成の具体的な取組が明確化されていない。 ① 執行体制の改善

　国立感染症研究所等との連携や研修参加により、沖縄県の
公衆衛生に関わる人材を育成し、感染症の実地疫学調査や情
報収集・解析を行う体制の強化を図る。
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